
【黒板文字を使う】
黒板太字はベクトルを太字で書くときに使う。板書のときに使う簡略形を LATEX文書
に使いたい。板書のときの簡略形は統一ルールがないように見える。ここで紹介する
のは，一例とする。(これは，LuaLATEXでコンパイルしている。)
提案：大文字，小文字は，bboldフォントを使う（\bbolda, \bboldb, \bboldc, ...）。
数字は，stixフォントを使う。

\bbold の確認（\bbold{a}, \bbold{b}, \bbold{c}, ...）
大文字：ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

小文字：abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 数字：0123456789

気になる a, d, f, q, s, tを修正しつつ，他の文字は，そのまま使う。
※ コマンド名は，\bbolda, \bboldb, \bboldc, ...
abc befghijklmnop prstuvwxyz

amsの黒板文字の確認（\mathbb）
\mathbb
大文字：ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
小文字：afðhiגklmnopqr∼≈uvwxyz
数字：0123456789
※ オリジナルの mathbb は，小文字と数字に記号が割り当てられている。

\stixbbによる，stixフォントの数字の確認
0123456789

【設定内容】
(1) ３つのパッケージ（bbold,amssymb,amsfonts）に共通の\mathbbコマンドがあり，
コマンドが被るので，bboldパッケージを使わず，bboldのフォントを別名のコマンド
で使う。これにより amsの黒板文字フォントを同じ文書に使える。
(2) プリアンブルや，字形の修正内容は texソースで確認できる。

1


